
サーキットブレーカー制度の一部改正について 

平成２１年 ６月２４日 

株式会社東京証券取引所 

項 目 内   容 備    考 

１．趣旨 ・ 当取引所は、株価指数先物取引及び国債証券先物取引において、相場が急変し当日の

基準値段から一定以上価格が上昇又は下落した場合には、投資者の冷静な判断を促す

ため、これらの先物取引及び当該先物取引に対応する限月のオプション取引を一時中

断するいわゆるサーキットブレーカー制度を採用しています。 
・ 現在、このサーキットブレーカーの発動基準への該当性判断及び一時中断措置の実施

は当該先物取引の各限月取引ごとに行っています。一方で、各限月取引間においては

価格連動性が存在していることから、当該先物取引に対する冷静な投資判断を促すと

いうサーキットブレーカー制度の本旨を鑑みれば、当該先物取引の一時中断措置は限

月取引を問わずに行われることが適当であると考えられます。 

・ ついては、サーキットブレーカー制度の実効性及び制度のわかりやすさを高める観点

から、サーキットブレーカーの発動措置を全限月取引に同時に講じることとします。 

 

 

 

 

 

 

 

２．見直しの概  

要 

・ 具体的には、いずれかの先物限月取引がサーキットブレーカー発動基準に該当した場

合、当該先物限月取引のみならず他の限月取引も併せた全ての限月取引において取引

を一時中断することとします。 
・ これに伴い、先物取引が一時中断された場合には、当該時間帯において原資産を同一

とするオプション取引も併せてすべて一時中断することとします。 

・ 発動の価格水準については現行どおりです。 

・ ある限月取引が発動基準に該当したことによ

って他の限月取引も併せて取引の一時停止が

行われた後、他の限月取引において当該基準

に該当しても、再度取引の一時中断措置は行

いません。 

 
３．実施時期 ・ 平成２１年１０月を目途に実施します。  

 
 



別紙 見直しのイメージ 

＜現行＞ ＜見直し案＞

 （１）　先物中心限月取引がサーキット基準に該当した場合  （１）　先物中心限月取引がサーキット基準に該当した場合

＜先物＞ ＜先物＞
９月限 12月限 ９月限月 12月限月

　（サーキット基準への該当） × ・・・ 　（サーキット基準への該当） × ・・・

　（取引の一時中断） × 　（取引の一時中断） × ×

＜オプション＞ ＜オプション＞ 1

７月限 ８月限 ９月限 10月限 11月限 12月限 ７月限 ８月限 ９月限 10月限 11月限 12月限

・・・ ・・・

　（取引の一時中断） × × × 　（取引の一時中断） × × × × × ×

 （２）　先物期先限月取引がサーキット基準に該当した場合  （２）　先物期先限月取引がサーキット基準に該当した場合

＜先物＞ ＜先物＞
９月限月 12月限月 ９月限月 12月限月

　（サーキット基準への該当） × 　（サーキット基準への該当） ×
・・・ ・・・

　（取引の一時中断） × 　（取引の一時中断） × ×

＜オプション＞ ＜オプション＞

７月限 ８月限 ９月限 10月限 11月限 12月限 ７月限 ８月限 ９月限 10月限 11月限 12月限

・・・ ・・・

　（取引の一時中断） × × × 　（取引の一時中断） × × × × × ×

9月限月が基準
に該当したことに
より、他の限月
取引も併せて取
引を一時中断

各限月ごとに
基準該当性を
判断、取引を

一時中断

 
 


